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Ⅲ 実査の結果 

 

１ 調査票の回収状況 

（１）有効回収数 1,338票（26年度郵送調査：2,297 票） 

（２）有効回収率 66.9％（同：76.6％） 

（３）内訳 

 

 

 

 

 

 

                        

※１ 依頼はがき発送後、調査協力拒否等の連絡があった１件には調査票の発送を控えた。 

※２ 返送数のうち、21 票は「白紙提出」、「代理回答」のため、有効回収数から除外した。「代理

回答」の定義は後述。 

 

 

＜戻り郵便の件数＞ 

 

 

 

 

 

 

計 17 件については、少なくとも１度の戻りがあった（26年度郵送調査：22件）。  

設計数 

 

発送数 

※１ 

 

返送数 

 
有効 

回収数 

※２ 

不能数 

不能内訳 

未発送 

※１ 
宛先 
不明 

未返送 
白紙 
提出 

記入 
不備 

代理 
回答 

2,000 1,999 1,359 1,338 662 1 17 623 3 0 18 

 ①依頼はがき ②調査票 

戻り郵便件数 12 17 

①、②とも戻り郵便 12 

②だけ戻り郵便 5 

（68.0％）（66.9％） 
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２ 日別返送数 

２月 28 日（水）までに無効票を含め、1,359 票の返送があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフに示されているとおり、16 日目までの返送のペースは 26 年度郵送調査よりやや上であっ

たが、17 日目を境に逆転し、最終的な返送率は 68.0％と、26 年度郵送調査の同日時点の返送率（35

日目、76.8％）を 8.8 ポイント下回った。26 年度郵送調査に比べ、督促はがき効果が若干弱くなっ

ている事に加え、今回調査では督促用の調査票を廃止した事が影響していると考えられる。 

 

  

1/26 1/27 1/28 1/29 1/30 1/31 2/1 2/2 2/3 2/4 2/5 2/6 2/7 2/8 2/9 2/10 2/11

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

返送数 0 0 0 1 122 174 185 122 69 69 69 101 70 62 50 25 26

累計 0 0 0 1 123 297 482 604 673 742 811 912 982 1,044 1,094 1,119 1,145

2/12 2/13 2/14 2/15 2/16 2/17 2/18 2/19 2/20 2/21 2/22 2/23 2/24 2/25 2/26 2/27 2/28

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

返送数 26 26 38 25 21 9 9 9 22 11 7 4 1 1 2 3 0

累計 1,171 1,197 1,235 1,260 1,281 1,290 1,299 1,308 1,330 1,341 1,348 1,352 1,353 1,354 1,356 1,359 1,359

＊グラフは、無効票も含む返送率。 

＊グラフの下部数字（日付の間）は、調査票発送からの「日数」を表す。 

＊点線矢印は、各発送書類に記載した調査期間を示す。 

＊土日・祝日は調査票の受け取りをしてない。グラフでは、調査票受け取りのない日については休み明け

の受け取り件数を按分して作成した。 

＊29 年度郵送調査では督促調査票の送付は行っていない。 
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３ 督促の効果 

督促はがきによる督促を実施した。なお前述のとおり、29 年度郵送調査では 26 年度郵送調査で

行った督促調査票の送付は行わなかった。 

 

＜発送数＞ 

・督促はがき（2/8（木）発送）：1,042 通 

 

＜発送の効果＞ 

・督促はがき到着の影響がある前までの返送数        1,094（返送のうち 80.5％） 

・督促はがきの影響が出ての返送数              247（返送のうち 18.2％） 

・投函期限後の返送数                     18（返送のうち  1.3％） 

 

＜性・年代別回収状況＞ 

・男性は、50 歳代以上が先行して回収された。18 歳～40 歳代は督促によって回収された。 

・女性は、18 歳～30 歳代及び 60 歳代以上が先行して回収された。40 歳代～50 歳代は督促によっ

て回収された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

性別 年代

18～29歳 53 73.6% 18 25.0% 1 1.4%
30歳代 53 71.6% 18 24.3% 3 4.1%
40歳代 88 72.7% 30 24.8% 3 2.5%
50歳代 82 82.0% 17 17.0% 1 1.0%
60歳代 117 89.3% 14 10.7% 0 0.0%

70歳以上 132 84.6% 24 15.4% 0 0.0%

小計 525 80.3% 121 18.5% 8 1.2%

18～29歳 62 79.5% 14 17.9% 2 2.6%
30歳代 77 81.1% 16 16.8% 2 2.1%
40歳代 97 76.4% 27 21.3% 3 2.4%
50歳代 79 73.1% 27 25.0% 2 1.9%
60歳代 130 84.4% 24 15.6% 0 0.0%

70歳以上 124 86.7% 18 12.6% 1 0.7%

小計 569 80.7% 126 17.9% 10 1.4%

1094 80.5% 247 18.2% 18 1.3%合計

【1/26～2/10】
調査票発送～
督促はがきの効果がで
るまで

【2/11～2/21】
督促はがきの効果

【2/22～2/28】
投函期限後～
集計締切

男性

女性
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４ 返信用封筒の違いによる効果 

29 年度郵送調査においては、調査票を発送する際、整理番号が「1～1000」の対象者には『料金

受取人払郵便の返信用封筒（返信用封筒 A）』を、「1001～2000」の対象者には『切手貼り付けの返

信用封筒（返信用封筒 B）』を封入した。 

７ページのグラフに示されているとおり、返信用封筒の違いによる返送のペースに大きな違いは

みられなかったが、返送数 1,359 票のうち、受取人払郵便の返信用封筒が 688 票、切手貼り付けの

返信用封筒が 671 票と、受取人払郵便の返信用封筒の方が 17 票多く届いた。 

また、下図のとおり抽出リストに対する年齢別の返送率を比較したところ、返信用封筒の違いによ

る返送率のポイント差が大きい年代として、「30 歳代」及び「50 歳代」では受取人払郵便が切手貼

り付けよりそれぞれ 6.6 ポイント、7.9 ポイント高かった。一方、「40 歳代」では切手貼り付けが受

取人払郵便より 5.7 ポイント高かった。 

  

 

 

 

 

 

注）年齢不詳を除く 

 

５ 回収票の属性 

（１）性・年代別の有効回収率 

抽出リストに対する、性・年代別の有効回収率は以下のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   注）政府広報室では、平成 28 年度から調査対象を 18 歳以上に変更している。 

 

  

18～29歳 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 計

返送数（票） 81 84 116 114 135 155 685
返送率 54.4% 64.6% 61.7% 75.0% 74.6% 77.5% 68.5%

返送数（票） 67 83 130 96 137 151 664

返送率 50.4% 58.0% 67.4% 67.1% 71.0% 77.4% 66.4%

返送数（票） 148 167 246 210 272 306 1349

返送率 52.5% 61.2% 64.6% 71.2% 72.7% 77.5% 67.5%

返信用封筒A
（料金受取人払郵便）

返信用封筒B
（切手貼り付け）

全体

29年度郵送調査
18歳～19歳 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 計

男性 56.3% 45.5% 55.7% 58.6% 64.7% 74.7% 75.4% 63.4%

女性 76.5% 54.7% 66.9% 71.3% 76.1% 75.5% 71.4% 70.4%

計 66.7% 49.8% 61.5% 64.6% 70.2% 75.1% 73.4% 66.9%

26年度郵送調査
20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 計

男性 - 65.4% 64.2% 72.3% 81.0% 82.1% 82.3% 75.7%

女性 - 67.5% 78.6% 72.1% 85.2% 82.6% 70.6% 76.4%

計 - 66.8% 70.9% 72.2% 83.1% 82.4% 75.8% 76.6%

29年度面接調査
18歳～19歳 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 計

男性 50.0% 37.5% 45.1% 54.6% 54.3% 64.7% 63.0% 55.1%

女性 44.3% 38.4% 57.0% 61.1% 62.6% 71.3% 58.9% 59.7%

計 47.3% 37.9% 50.9% 57.7% 58.3% 68.1% 60.7% 57.4%
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（２）性・年代別の回収分布 

有効回収数を 100％とした場合の、性・年代別分布は以下のとおり。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 代理回答の状況 

郵送調査では、面接調査と違い本人確認をすることができないので、26 年度郵送調査に引き続き、

「誰が回答したのか」を確認する設問を入れ、本人回答と代理回答を区別して把握することを試み

た。 

 

Ｆ10（「今回の世論調査にご回答いただいたのは、どなた様ですか」）の回答結果は以下のとおり。

（白票３件は除く。） 

1. 郵便宛名のご本人様     1,292 件（95.3％） 

2. ご本人様のご意見を代理の方が記入    32 件（ 2.4％） 

3. 代理の方（代理の方のご意見を記入）    18 件（ 1.3％） 

  無回答              14 件（ 1.0％） 

 

「回答者が調査票に記入した性・年齢」と「住民基本台帳から抽出した際の性・年齢」を突き合

わせた結果は以下のとおり（10 歳未満の差は一致とみなす）。 

・性年齢が一致      1,278 件（94.2％） 

・性年齢が不一致       54 件（ 4.0％） 

・調査で性又は年齢を無回答     24 件（ 1.8％） 

 

 

 

 

 

29年度郵送調査
18歳～19歳 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 計

男性 0.7% 4.5% 5.5% 8.9% 7.4% 9.5% 11.2% 47.6%

女性 1.0% 4.8% 7.1% 9.5% 8.1% 11.5% 10.5% 52.4%

計 1.6% 9.3% 12.6% 18.4% 15.5% 21.0% 21.7% 100.0%

26年度郵送調査
20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 計

男性 - 4.7% 6.8% 8.1% 8.1% 10.3% 10.8% 48.7%

女性 - 4.7% 7.3% 8.5% 8.6% 10.0% 12.2% 51.3%

計 - 9.3% 14.0% 16.6% 16.6% 20.3% 23.1% 100.0%

29年度面接調査
18歳～19歳 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 計

男性 0.7% 3.3% 5.3% 8.4% 7.4% 9.5% 12.3% 47.0%

女性 0.6% 3.0% 6.4% 8.7% 8.0% 11.1% 15.2% 53.0%

計 1.4% 6.4% 11.7% 17.1% 15.4% 20.7% 27.4% 100.0%
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これらの情報をクロスしてみると、以下のとおり。 

回答結果 性・年齢一致※ 性・年齢不一致 性・年齢無回答 計 

郵便宛名のご本人様 
（本人回答申告） 

①   1,232 ②    39 ③        21 1,292 

ご本人様のご意見を代理
の方が記入（代筆申告） 

④    29 ⑤         3 ⑥         0 32 

代理の方（代理回答申告） ⑦         6 ⑧        12 ⑨         0 18 

無回答 ⑩        11 ⑪         0 ⑫         3 14 

        1,278           54           24 1,356 

注）白紙提出３件は除く。 

 

 

今回の郵送調査では、Ｆ10 での記入者の回答を判断基準とし、回収率を算出する際の有効・無効

の区別は以下のように定めた。 

 

① 本人回答申告  －  性年齢一致・・・・・・・・・有効 

② 本人回答申告  －  性年齢不一致・・・・・・・・有効 

③ 本人回答申告  －  性年齢無回答・・・・・・・・有効 

④ 代筆申告    －  性年齢一致・・・・・・・・・有効 

⑤ 代筆申告    －  性年齢不一致・・・・・・・・有効 

⑥ 代筆申告    －  性年齢無回答・・・・・・・・有効 

⑦ 代理回答申告  －  性年齢一致・・・・・・・・・無効 

⑧ 代理回答申告  －  性年齢不一致・・・・・・・・無効 

⑨ 代理回答申告  －  性年齢無回答・・・・・・・・無効 

⑩ 無回答     －  性年齢一致・・・・・・・・・有効 

⑪ 無回答     －  性年齢不一致・・・・・・・・有効 

⑫ 無回答     －  性年齢無回答・・・・・・・・有効 

 

「代理回答申告」があった票のみ無効票とした。なお、代理回答の判断基準とは別に、「白紙提出」

の３件を別途無効票としている。 
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上記を踏まえて、有効票とした票数は以下のとおり。 

  

 性・年齢一致 性・年齢不一致 性・年齢無回答 計 

郵便宛名のご本人様 

（本人回答申告） 
①   1,232 ②    39 ③        21 1,292 

ご本人様のご意見を代理

の方が記入（代筆申告） 
④    29 ⑤         3 ⑥         0 32 

代理の方（代理回答申告） ⑦         0 ⑧         0 ⑨         0 0 

無回答 ⑩        11 ⑪         0 ⑫         3 14 

        1,272           42           24 1,338 

 

 

７ その他 

（１）自由回答欄の内容 

調査票の最終ページの自由回答欄に何らかの記載のあった票は 64 件（無効票を含む返送数全体

の 4.7％）であり、主な記入内容は以下のとおり。 ※26 年度郵送調査では 176 件（同 7.5％）。

なお、一人の回答が複数の内容にわたる場合には、複数回答として、原文の内容の趣旨を損なわ

ないよう回答を分けた。 

 

内容 件数 

調査全般に対する意見・感想 19 件（26％） 

質問文・選択肢についての質問・意見 12 件（16％） 

政府への意見 22 件（30％） 

調査辞退の理由など 1 件（ 1％） 

住所変更などの連絡事項 9 件（12％） 

その他 11 件（15％） 
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（２）受電件数と内容 

依頼はがき・送信用封筒には内閣府及び調査会社、調査票には調査会社の連絡先を記載してい

る。依頼はがき発送後から調査期間終了までの対象者からの電話での問い合わせ件数は以下のと

おり。 

※ 26 年度郵送調査では、内閣府宛てに 12 件、調査会社宛てに 47 件の入電。 

 

内容 

内閣府 調査会社 

合計 依頼はがき

発送後 

調査票 

発送後 

依頼はがき

発送後 

調査票 

発送後 

調査実施の確認 3 7 1 0 11 

調査について質問 0 0 0 2 2 

調査拒否 0 0 1 1 2 

病気・入院 0 1 2 3 6 

督促の行き違い - 0 0 1 1 

その他 0 1 1 2 4 

合計 3 9 5 9 26 

 

  




